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女と国家
　　　　一観念による呪縛一
A「古事記」（1）
河　野　信　子
老婆　私どもは、『監事記』なら学校に持っていっ
て読んでも許された年齢です。面白がって読んだ
ものです。ただ、この本から、どのような狂信性
をも引きだしてはならぬとする心だけは残してお
きました。
若い女　婆さまの頃は、「日本は神国なり」の教
育だったとうかがっていますが。
老婆　神国ならば、「荒びる神」「欲張り神」の
前に首くくりの縄を持って、ひざまっかねば、人
は生きられぬ国というところですか。私どもの生
まれました時は、国家の「だまし絵」にたいして
も、地をとるか図をとるかと、人びとが、にやに
やしていた時代です。
　明治は、ずいぶん怪しいことをやりました。地
方に残っていた姫彦制を、威令を発して、ともか
くも消し去ろうとしたのですから。まあ、聞いて
ください。「知ってる」とおっしゃるのはわかっ
ています。語ることは、自己に告げることなり、
と、いたしたいのでございます。年代記風に並べ
てみましょう。
　1868（明治元）年　政府神仏習合を禁止。
　1869（明治2）年　浦上キリシタン流刑（女た
　　　　ち多数ふくまれる）。
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　1871（明治4）年　土着宗教にIJいする禁圧つ
　　　　づく。神社社格の決定をなし、国家神道
　　　　の基礎をかためるD
　1872（明治5）年　いちこ・狐Fげ禁止。
　1876（明治9）年　医師開業試験制度もうけら
　　　　れ、全国各地の女医者（漢万他）より願
　　　　書が出さるが・す1薯期によ・て却下・
　1884（明治ユ7）年　沖縄「聞得大君（女）」、日
　　　　本政府の琉球処分によって公的性格を失
　　　　う。
　ざっと姫彦制にまつわる「大事件」をみるだけ
でこのありさまです。各地で女たちは、警官にふ
みこまれたり、牢に入れられたりして、「みずか
らの神を捨てよ」と遣られたようです。私が生ま
れましたのは、このごたごたの後、相当に年数が
経っています。ところが、心の中まで踏みこむわ
けにはいかなかったらしく、「土着宗教」とやら
は、いっこうになくなりはしないし、「東をむい
ておがめ」（東京以西）といわれても、「西むく
女」（仏教）もいれば、「北むく女」（道教）も
いるといった具合でした。私どもが生れ育った九
州では、太陽の昇る方角も、皇居も、伊勢もたい
たい「東をむいておがめ」ですましてきたので、
太陽神信仰の人びとは、すったもんだしなくてす
んだのです。
若い女　北海道や青森の人びとは「南をむいてお
がめ」だったのでしょうか。
老婆　まず南、ついで東だったのではないでしょ
うか。東を無視するわけにはいかぬでしょうから。
「m出つる国」「日出づる国」とやたら繰り返し
たのでございますよ。
若い女　丸い地球の表面にやたら線引きをしたが
がつたりしたわけです。球面であろうと何であろ
うと、二次元的思考でございましょう。
老婆　なるほど、宇宙船地球号にのって、高速で
飛びながら、その身は、引力にひたすら支配され
るというわけですか。
若い女　あら、私たち、話をまたあらぬほうに
持って行きそうでございます。許されていた『占
事記』読みについて、もうすこし話してください
ませ。
老婆　「国家」などという、おっかないものを
持ったばかりに、創世神話もまた、借りもの（他
民族の）であろうとなかろうと．’ d々しく色をつ
けたり飾ったり、ときちは、ひょいと人吉臭く
なったりするあたりを友人たちとゲラゲラ笑いな
がら読んだものです。男たちの中かには「海行か
　　　bNまねば水つく屍、山行かば草むす屍、大君の辺にこそ
死なめ」と大声で斉唱させられるたびに、「今の
男は女のためには死なん」などと小声でつぶやく
人がいたのです。大君とは姫彦制の姫のことだと
いうのです。男の王に大君といわなかったわけで
はなし・ちと・こじつけめいたところ家毒誠蕩
が、女の姫にたいしていっていたのが（額田王の
ように）、男たちにも波及したものかどうか、ど
なたか考証してくださいますでしょう。私いち度
『盛事記』と『泥海占記』とを比べてみたことが
あります。　『泥海古記』に『古事記』から借りた
と思われる「類似性」はないわけではないのです
が、それでも「国家持ち」になることを拒否した
中山みきの思想だけは、きちっと書きこまれてい
ます。
若い女　単純にして土着的と片づけてはならぬの
でございましょう。観念がなにがしかの共同の幻
想となって、呪縛する力を要求され、そのために
洗練もされ、罪責感をも習合し、苦悩にうちひし
がれつつも、顔をあげようとして。あら、『吉事記』。
ほめているわけではありません。自己表出性の強
憂とでもいうしかないものと、根のあるものとの
董でこぎいましょう。　　　　　　（以下次号）
「国家秘密法」に反対する
福　島　ひとみ
めざめて、たちあがってください！
明日ではおそすぎるのです。
世界を、すべての人間か人間らしく平和に生き
る場所にするか、それとも破滅させるか
それを決める責任はみなさんの手にあるのです。
神はあなどれません。
わたくしは、自分の意志を表明するため
デトロイトのウェイン大学校庭において
仏教徒の焼身行為の方法により
抗議することを決めました。
アメリカの青年のみなさん！
生にむかって先頭にたってください．／
　　　　　　1965年3月　アリス・ハーズ
（ハーズ夫人はアメリカのクェーカー教徒，）
　これは、時の米政冊の核政策およびヴェトナム
侵略戦争に反対して、82歳の高齢をもってデトロ
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イト街頭で焼身抗議した際のアピールである。こ
れより抗議の舞台はアジアからアメリカ大陸に移
り、クェーカー、カトリックの教徒らが政府機関
の建物の前で焼身死を遂げて、米ジャーナリズム
を揺るがすのである。
　武力的に圧倒的に有利なアメリカがヴェトナム
戦争に敗北したのは、熾烈な自由への希求に我が
身の安全をも捨てたヴェトナム人民の勇敢なたた
かいがあったことはもちろんだが、忘れてはなら
ない共闘として、世界各地で自己の肉体を「人間
たいまつ」に変えて天に捧げる狼煙を上げて神の
思いを地上の権力に突きつけた一連の焼身抗議が
世界のジャーナリズムに与えたインパクトの大き
さを、私は思わないではいられない。
　それはたとえばヨーロッパ・レジスタンスのよ
うに、焼身抗議に身を投じた人々の個々の状況は
必ずしも追いつめられてはいなかったという意味
で、二・十世紀最大の能動的な冒険であり、超越者
と一体化することで人間の永遠の生を可能ならし
めた強靱な信仰のための戦闘行為であった。
　こうしたアピールを読んで私が思い起こすのは、
D・ボンヘッファーが1932年夏、ヨハネ伝を引
用して学生に語った「我々に自由を得させるのは、
我々の行為でも我々の勇気でも我々の力でも我々
の民族でも我々の真理でもなくして、ただ神の真
理のみである」という血の出るような言葉である。
人間であることを止めろ、と彼は言ったのである。
怒涛のようなナチイデオロギーの進撃を前にして
はもはや「我々の真理我々の力」といった程度の
認識では到底翻弄に抗しきることは不可能で、人
間としての正気を超えて神の肉体に飛び込み、そ
の血の一滴と化し、神の思いを果たせよ、と彼は
訴えたのである。それゆえにこそ彼自身ナチ政権
樹立後に安全圏のアメリカから迫害を覚悟で帰国
し、フロッセンブユルク強制収容所で絞首刑によ
る処刑という「人血としての正気を超え」た、揺
るぎない信仰者としてしごくまっとうな方途を選
んだのであった。はからずも彼のこの預言は、焼
身抗議の形をとり、四十数年後にアジア大陸にお
いて圧倒的な武力を排して小国に筆跡的な勝利を
もたらすという結実を見るのである。ハーズ夫人
のアピールやボンヘッファーの預言が示唆すると
ころのものは、人間の無力さであり、神の力の絶
対的な権威である。なにびとといえども神をあな
どることはできない。我々人間は神の前に無力な
のである。だがそれゆえにこそ我々は、神の真理
以外の何物をも怖れる必要はないのである。
　翻って我か日本にこの神の「真理」はいかに生
かされているか。自民党は体制批判の言論の壊滅
を1ヨ論んだ玉串秘密法を国会に提出し、あくまで
も制定を執念深くねらっているのである。今は世
禽の力で制定を阻止しているというより、我々の
戦後民主主義はここまで追い込まれたと見る方が
適切だろう。戦前の軍機保護法、国防保安法、治
安維持法の三悪法がセットで全国民の言論を根こ
そぎ奪っていった経緯を考えるなら、「スパイ防
丘」を標榜するこの立法がやがて我々の民主主義
の浸透の程度で無際限に拡大解釈されて、体制批
判者はすべてスパイ呼ばわりする時が来ないとは
誰にも保証はできない。それでなくともこの日本
で民主主義はもはや死に体をなしている。一億総
与党化し、体制批判の言論が皆無のこの国で民主
主義がまだ生きているなどと誰が言えるのか。「民
主主義」は我々一人一人の心の中で死んでいるで
はないか。我々は自主規制による言論封殺という
現代日本の病根を、自らの心に築いた内なる強制
収容所を勇気を持って直視しなければならない。
ボンヘッファーらとともにドイツ教会闘争を果敢
に指導したM・ニーメラーが、ナチ勃興時に何も
せず、教会人が立ち上がった時はすべて手遅れ
だったという痛苦の体験から「端初に抵抗せよ、
そして結末を考えよ」という教訓を遺している。
いつが端初かを見極めるのは非常に難しいことだ
が、彼の教訓は、保身主義はめぐりめぐって我が
身をも滅ぼすということを我々に教えてくれるの
である。今私達が黙っていることは、我が身ひい
ては我が子の首を締めることに他ならない。保身
主義を超えて私達がどう考え、どう行動するかは
自らの信仰が問われることでもある。G・グティ
エレスの言うごとく「信仰は神の存在を主張する
ことではなく、神に代わっていかに行為するかに
かかっている」からである。
　現在の日本を瞥見する時、私はカフカの「城」
を連想しないではいられない。「城」では頂点の
領主から末端の宿屋の亀話番にいたるまで強固な
一枚岩を誇り、訪問者Kは、バリケードがあるわ
けではない領地に、まるで氷壁の軍門をロックク
ライミングでよじ登るような空しい格闘をしたあ
げく行く手をことごとく村人に阻まれ、どこから
も入り込むことができない。内部批判のないファ
シズムの幼児性の恐ろしさを暴いたカフカに代
わって私達が書き継がねばならないのは（1924
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年にウィーンで死んだカフカは迫りくるファシズ
ムに脅えはしてもその崩壊の日を見届けることは
できなかったのである）、ある日Kが多数者と
なって強大な軍事力を率いて城を陥落せしめ、閉
ざされた共同体を無理やり外に向かって開かせた
時、中の住民はどのように対噛したらよいかとい
うことである。そこには、大の男が右往左往して
泣きわめくことしかできなかった我が敗戦の日の
悪夢が再現されるはずであるが、私達はもう二度
とそんな光景は見たくないのである。一枚岩が無
意味に強固であればあるほどその崩壊の日は悲惨
であるということを私達は歴史上数多の例で知っ
ている。あのヒトラーですらもが羨ましがつた日
本の一枚岩、そしてあのスターリンですらもが夢
想だにしなかった、つまり強制収容所なしで権力
が言論を制圧できるといった完壁なる一枚岩のモ
デル呈示をこの日本の政権党はやり遂げようとし
ているのである。これがオカルト的で不気味で異
様な「城」に酷似したはるか太古の前近代社会そ
のものでなくて何であろうか。「城」のあの世界
でも強制収容所はなかったにもかかわらず、当然
存在するはずの内部批判の言論は空白だったので
ある。それがいかに効率よく機能している社会と
はいえ内部批判のない国家などというのは負のユ
ートピアである。その太占のユートピアを二干世
紀後半の現代に打ち立てようとする世界史上初の
壮大な試みの実験台にされないためにも、我々は
一枚岩の運命共同依などというものを絶対につ
くってはならない。世界歴史からの逸脱を避けん
がために国家秘密法の制定を阻止しなければなら
ないのだとしたら、一体何のための「防衛」秘密
であるのか。祖国防衛のために一人でも多くの人
間が阻止の声を上げようと私は言っているのであ
る。祖国の永遠の繁栄を願うのが愛国心であるの
か、一時の私利私欲の迷妄で国を破滅させるのが
愛国心であるのか、自民党政府よ、考えよ。開国
せよ、日本。世界の歴史を逸脱するな。
　自民党政府よ、後世にいたるまでの神の怒りを
恐れよ。このまま突っ走ったらこの国は将来東西
分断の可能性があることを私は心から危惧する者
である。実際そうなった暁には君達はどう責任を
取るつもりなのか。日本という国は消えてなくな
りました、お気の毒さまでしたとでも言うつもり
なのか？　現在ドイツなどという国がこの地球上
のどこにあるか。西ドイツという一経済圏がある
のみではないか。ボンヘッファーの予測した通り、
ドイツはあとかたもなくこの地球上から消えてし
まった。一度分断された国の再統一が現実にどれ
ほど困難であるかを考えるなら、国鉄の分割民営
化による「百年の禍根」どころではすまされない
そ。／一々孫々にいたるまで責任を問われるとした
ら、君達の霊魂も浮かばれまい。祖国を永遠の亡
国に至らしめる国の私物化を即刻止めよ。私は日
本人民として当然の権利を行使して君達にそれを
要求する。
　私は女として天理教徒として、また何より生ま
れ育った祖国を愛さずにはいられない日本人民の
一人として、国家秘密法の制定に断固として反対
を表明し、神が私に生を許されうる限り反対を表
明することを表明するものである。
おんなたちの闘いは続く
?? ヨン　　　ジや
英　子
　5月末より6月10日の直前まで4年振りの母
国韓国の土を踏んだ。あるキリスト教女性連合会
の全国大会に参席するためであった。
　来年のオリンピックに備えて市街は美しく整え
られ、路行く人々も余裕のある表情で歩んでいる
よう写った。しかし、街角の要所要所には物々し
い戦闘警察が数名ずつ立って、いつ発生するや知
れないデモに備えているらしい。
　春以来民主化の拠点としても国内外に知られて
いるカトリックの明洞大聖堂の夕方のミサに参加
してみた。繁華街の一角に十字架をそびえ立たせ
た聖堂は、数千人の信者でひといきれを感じる位
だった。見まわすとごく普通の身なりにベールを
かぶっている若い女主、主婦らしい中老年の婦人、
サラリーマン風の男性、ジーンズの労働者らしい
若者とあらゆる階層の人々が専心に頭を垂れてい
る。
　祭壇は柱の陰になってよく見えないが、マイク
を通して神父の声はよく響く。聖書の物語りを2
千年の時の隔ての中で語るのではなく、いま、こ
こでの出来事に結びつけて語っている。警察の拷
問で殺された大学生朴生血君の事件とイエスの死
の意味を関連させて考えねばならないこと、ほん
とうのことを言えない国民は王朝時代に住んでい
る等々。私は午前中に出席したプロテスタント教
会の礼拝風景と仁座っているこの場所とを知らず
知らずのうちに比べている自分に気付いた。むこ
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うではみるからに社会的経済的に恵まれた立場に
あるかにみえる服装の人々、高価な花で飾られた
講壇と整然とパフォーマンスされる聖歌隊入りの
礼拝、抽象化されてしまった説教。何に「プロテ
スト」しているのかと問わずにいられない。
　ミサが終り聖堂の外に立つとテントで生活して
いる人々の姿が目に入った。都市計画のために一
方的に家から追い出された人々が行くあてもなく
ここに保護されたという。6月10日以来の民主
化要求の学生の群れがろう城した場所とはこうい
うところである。庭の内外で忙しく立ち働くシス
ターや一般信徒たちの顔は夕日に輝いていた。
　ソウルの郊外で開かれた教会女姓会議では、「主
よ、この地上に平和と統一を一一統一にむかう女
性の宣教的課題」という標語が傾げられていた。
3月よりその時点に至るまでの人権活動の経過も
報告された。K市のイースター記念連合礼拝では
催涙ガス使用のため一度は恐しくて逃げたものの
引き戻り文字通り身を投げ出して耐えた婦人たち。
それに勇気を得て、いったんは散ったかにみえた
他の人々も再び集まり、やっと礼拝を守ることが
できたという。2千年前、ゴルダゴの十字架処刑
場にローマ兵を恐れず残ったのは数人の女たちで
あったことが思い出される。キリスト教信仰があ
の世とこの世という二元論の抽象化に埋没するの
ではなく、具体化されている。
　会議のあといくつかの女性団体の事務所を訪ね
た。教会女性団体を皮切りにKBS・TV（日本
のNHKにあたる）視聴料拒否女性運動本部、公
害反対市民運動協議会、「女性の電話」、これら
を総まとめし全国20以上を包括している女性団
体連合会事務所などである。いつれも猫の額ほど
の手狭なところに机を並べ電話とタイプが備えつ
けられてるだけのかまえ。軽く人は化粧気のない
20才～30才近くの大学生や主婦である。能力に
従って効率良くチームワークがなされているとい
う。
　日本の矯風会のHELPといのちの電話を合わ
せたようなかけ込み施設「女性の電話」では数日
前にバザーをしたので散らかっているがといって
6畳ばかりの部屋に通された。暴力を振るう夫か
ら逃げて来る女たちを泊まらせる部屋だという。
説明してくれる職員自身も幼い子供を姑にあづけ、
夫共々、朴鐘哲君の拷問死原因究明デモに参加し
たのが数日前のことだったという。エリート大学
出身の彼（女）たちは自分たちだけが、陽のあた
る場所に留まることを選ばず、この国からしいた
げられる人、貧しい人、いわれなき女性差別がな
くなる日のために献身していろ。
　　　　　　　　　　　　　クオン　富川市でおきたソウレ大生権嬢性拷問事件も、
少女時代豊かな環境で育った自分を反省し、真実
を見極めようと最も弱い女工たちの中へ学生の身
分を隠して入って行った結果起きたのである。
　これに似た話は今回いくつか聞いた。しかし、
偶然とは言え、帰日間近にある老教師を訪ねた折
に昼食を共にした女性との出会いは驚きであった。
昔の教え子というかの女は、民主化の働きのため
捕われの身になっている夫や幼い子供二人を抱え
た自分の相談に来たのではなく、単独で民主化の
ため戦い投獄されたある知人とその家族の生活費
工面を頼みに来たのである。何と言って良いかわ
からない様子の私にその物静かな老教授はつけ加
えた。獄中の学生、青年たちも面会に来る父母に
対し自分のことではなく、もっと困難な状況にあ
る友人たちのため、あれこれをしてほしいと頼む
のだと。涙なしには聞けない話であった。罪深い
ところにかけ値なしの人間愛が育くまれていると
言えばよいのか。
　帰日してから送られて来たある女性団体の冊子
に「民主化への道の要所でく女性問題〉をどうす
るのか？」という主張があった。人類の歴史をみ
ると世界のどの革命や改革も支配層エリート男性
間のプレイで綴られているが、女性差別の解消が
社：会問題解決の必須項目であると述べ、反民主的
な家父長制よサヨナラ！と結ばれてあった。民主
化の嵐の中でこそ、女たちが自分たちの中にも潜
んでいる家父長期思考、女性べつ視と厳しく対峙
して行くことを痛感しているのであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誰かの本の標題、「最後の植民地」である女の
闘いはかの地だけでなく日本を含めた世界の各地
で続けられるであろう。この大行進に参加しない
法はないのである。
おしらせ
●　関東では昨年9月以来定例会を持ってき
ましたが、この度、これまでの集会の記録を
1冊にまとめました。内容は「国家と宗教」
（伊東聖子、藤守義光）、「日蓮の女性観」
（新井れい子）、「親鷺の女性観」（鶴岡瑛）、
「カトリックとフェミニズム」（早川あゆみ）
で、いずれも力作です。この冊子をC希望の
方は関東の連絡先までお申し込みください。
（1部　400円）
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神谷美恵子と千葉敦子
岩　田　澄　江
　神谷美恵子について2回にわたって短い文を書
いたが、あちこちから共感や、美恵子は自分に
とっても長い間気になる存在である、といった手
紙をいただき、改めて彼女の影響が地下水のよう
に広がっていることを実感した。
　つい先日、本屋で千葉敦子のrななめ読み日記』
という本を見ていたら、そこにも美恵子の名前を
見つけた。千葉敦子といえば7月にニューヨーク
でがんで逝ったフリージャーナリストで、自分の
病いをも客観心して、死の直前まで記事を書き続
けた人だ。その積極的で、勇気のある生き方が広
く話題となった。
　『ななめ読み日記』というのは、1982年4月
から翌年3月末までの彼女の読書日記である。4
月にr遍暦』を買った、とあり、5日後にはそれ
だけでは「彼女の全体像が掴めそうにないので」
著作集の中他の2冊を買い足している。そして美
恵子の生涯の概略を記して「彼女の著作をもっと
読みたいという衝動を甘えきれない」と書いてい
る（22頁）。
　11月には『日記・書簡集』を求めて、「主婦
として家事と育児に明け暮れながら、医学と文学
への強い欲求を抱き続ける様子が痛々しい」と述
べるだけでなく、10月から12月の日記を収めた
章の標題を《こんなに苦しんで仕事をしている妻
に弁当をつくらせ続けてきた夫を許せない　神谷
美恵子『日記・書簡集』》としている。それは美
恵子が59才の日記に「明日からお弁当づくりをや
めさせてもらうことにした。これでだいぶ時間と
『気』が助かる」（著作集10巻191頁）と書い
ていることによる。
　46才という短いけれども「悔いのない」一生
を閉じた敦子は、丁度美恵子の娘にあたる年齢で
ある。2人の世代の間に、世の中の女性に対する
考え方は激しく変化したし、今も変化し続けてい
ると言ってよい。そのような時代の動きに敏感に
反応し、フェミニストとして仕事に己れを燃焼さ
せて、自分の能力いっぱいに生ききった敦子は、
結婚をあえて選ばなかったけれども、愛情の世界
をも豊かに味わった人だ。
　他方美恵子は、女性は結婚して良き妻、良き母
になるのが当然とされる時代に、病気のために結
婚を断念するとしたら、他にどんな生き方がある
のか思い悩み、周囲の反対の中で、医学を自分の
使命として選んでいる。戦後すぐの大変な時代に
結婚するが、美恵子の姿勢はあくまで自分はさて
おき、同じ研究者としての夫の研究を立てるもの
だった。幼い息子の病気でどんなに家計が苦しい
時にも、彼女は絶対に夫にアルバイトはさせずに、
自分の語学力を生かしてピンチを切りぬけている。
自分の欲する医学の研究よりも、はるかに多くの
時聞を、語学教師として費やさねばならない苦し
みに、彼女はずっと耐えてきた。二人とも研究者
なら、アルバイトも育児も半分つつ負担しよう、
といった考えは、今でも非常に稀だとすれば、当
時は殆んど考えの外だったろう。それに在宅では
研究できない生物学者である夫の協力を得ること
は、美恵子にとり実際上不可能だったとも言える。
　結婚1年前、31才の美恵子の日記に次のような
箇所がある。「『生活』という形で、生命は、女
から実に莫大な価一殆どその存在全体を要求する。
現在の私のような生活形態であっても、なお男と
比べれば生活のためにどれほど多くを費せられて
いるか知れない。それも男性の場合のごとく抽象
的にではなく、実に実に具体的に、切実に。日々
の一家の食べることや着ることという形に於いて。
父上や弟が家のことを何もしないで読書談論にふ
けっていられること、生活のすべてを女たちに押
しつけ、しかも女たちを怒りまわして好みのまま
の生活をもしていられること、に対して私は非常
な憤まんを抱いているのに気が付く。男性は、生
活と精神との対立を女ほど際立った形で体験しな
いで済むのだ。男は、人間らしい、自然な生活を
しながら『精神』に身をゆだねることもできるの
だ。」（補巻1　301頁）
　このように感じていた女性が結婚して、自分の
時間がなくなった時に、どのような内的葛藤が生
ずるかは、言うまでもないことだろう。夫、神谷
宣郎は『藤豆』のあとがきに記している。
　　「彼女は一般的な意味で有能、誠実な妻であ
　り、母であった。しかし彼女の心の奥にはそれ
　とは別に、自分のしたいこと、自分に課せられ
　ていると感じることが沢山あった。それを駆り
　立てる内発的な力を、彼女は自分で『番目』と
　呼んだ。一匹だけのオニならまだしも、彼女の
　頭の中にはオニが何匹もいるのだという。沢山
　のオニをかかえ、自分でもそれらをもて余しか
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ねない危険な女という意味であろうか、自分の
ことを『ジャジャ馬』であるとも言っていた。
しかし戦後の厳しい生活の中で、自分のうちな
るオニが窒息しそうになっても、彼女はいつも
夫を助け家庭を守ることを優先させた。」（9巻
285頁）
　また愛生園でハンセン病の人たちのために働く
ようになってからは、手伝いを頼んだので（それ
も自分で語学教師をして）、「妻の留守中の生活
にはほとんど何の支障も起らず、また子供達も母
親の留守をあまり気にしなかった。しかし島に行
く日が近づくと、彼女はいつも悲しく憂うつにな
なつた。その悲しみの原因は、子供を残し夫を残
して行く自分が竃怜酷な母親㌔電言い妻nに見え
たことにあったのであろう。しかし一方では彼女
の内なるCt声n一あるいはデーモンといった方
がよいかもしれぬ一が彼女に島に行けと命令する。
何という矛盾であろう。両立し難いものを両立さ
せようとする彼女の心は、自分でもよくわかって
いたように、矛盾のかたまりでもあったのだ。見
方によって悲劇的であったとも言える。」（別巻
191－2頁）しかし「一たび家を出れば、もはや
妻でもなく、母でもない。一求道者としての人間
神谷美恵子の姿がそこにあった。」（同上）
　オニでもデーモンでもなく、内なるうながしの
声をきいた女性が、結婚をして尚かつその声に従
おうとすれば、このような苦しみをくぐりぬけな
ければならない。行くことを許しただけでも、理
解ある夫なのであって、女性だけが一人「矛盾」
をかかえて自責の念に耐えねばならない。これが
悲劇以外の何であろうか。高村光太郎と智恵子と、
芸術に共に生きようとした夫婦が、結局一入家事
の重荷をかかえた智恵子の発狂という破綻に出会
わねばならなかったのも、全く同様の問題である。
　千葉敦子が美恵子の日記から、2冊の著書に引
用しているのは次の箇所である。
　　「私の中には女としての生活と同時に自分の
　仕事を創造したい意欲がうっばっとしている。
　いっかはこれが爆発しそうそ恐ろしい。風よ吹
　け吹け、そしてこれらのもの悲しい想念を吹き
　払ってくれ。今思い悩んで見たとて何になろう。
　私の前には無限の食事の用意やおむつの洗濯が
　横たわっている。
　　（しかし、しかし、この沼から私はどうして
　も首を出して、何ものかを創り出さねばならな
い。運命ととつくまなければならない）」
　「家の事がどんなに忙しくても毎日きまった
時間は仕事にとっておくこと、という固い決心
をしなくてはならない。苦しんで苦しんで仕事
をしなくてはならない、ときようは涙を似て自
分に言いきかせる」
（10巻　87－88頁。千葉『ななめ読み日記』
153頁、『寄りかかっては生きられない』190
頁）
　志をもち、仕事を大切にし、しかも生活面をも
おろそかにせず、あらゆる意味で自立して生きた
敦子には、生き方の形態は異なっていても、美恵
子の抱えていた問題が自分の身に打てば響くふう
に理解できたのだと思う。選びとった生き方はた
とえ相違しても、内からのうながしに耳をすませ
て、忠実に生きようとする女性たちの間には、時
と場所を越えて、このようにすばらしい共感が生
まれる。
光と影と
滝　田　多美子
　私には二人の子供がある。
　この地上で出会った、かけがえのない小さな存
在者としての子供たちとかかわってきて、私は多
くのことを学んだように思う。
　目の前で育っていく小さな生き物は、私の命を
分かち、私の命を受け継いでいく生命の連続体と
して、私にエネルギーを与えてくれる存在であっ
た。だが子供たちが成長するにつれ、子供と向き
合うことは、こちら側の核を否応なく脅やかす存
在でもあることに気づかされる。どのように「親」
として毅然とした立派な態度をとろうとしたとこ
ろで、持っていないものはどうしようもない。だ
が意識しようとしまいと持ち合わせているものは、
良いものであれ悪いものであれ、さらけ出されて
しまうのだ。押しつけるにせよ、例え押しつけな
いにしても、子は親の価値観や信念など、生活態
度全般を濃厚に肌で感じとって育っていく。
　子どもが思春期に入り、子ども自身の眼で学校
や社会を見て考え始めるようになる頃、親と子は
独立した別個の人格として分離を迫られる。相当
に熾烈な対立と相剋を通してでも、出会い直すこ
とができれば素晴らしい。子どもの誕生と同時に
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出会った親子ではあるが、子の成人後も親がズル
ズルベタベタの愛情を注ぐとすれば、それは多分
にエゴイスティックな愛といえるだろう。
　ところで、私の中には奇妙な自分信仰とでも言
えるものがあった。「人は人として生まれた瞬間
から人間となる方向へ成長していく存在だ」とで
もいったらいいだろうか。あるいは人間は「であ
る」存在者から「となる」存在者への営みが生き
ることだと思っていたのだ、と言ってもいい。そ
してこのことが、いついかなる時代にも変らない
普遍性を持つものだと信じていたのだ。これは信
仰というより信念又は理念という方がぴったりく
るかもしれない。だが、私の内部にいつのまにか
巣喰い、根づいていた想念という程の意味で信仰
という言葉を使ってみた。
　いずれにせよ、親は後から生れた子どもを見な
がらも、子供と共に成長していく存在者として共
通の地平が用意されていることになる。又教育は
「となる」存在者として成長することを助長する
ようなものでなければならないと思っていた。だ
が、こと現実の学校教育に関する限り、どうもそ
うはなっていないようである。子どもは、親の理
念とはほど遠い過当競争の世界に放り出され、「人
を人とも思わぬ」荒波をかぶることになる。
　私は意識して私の持っていた信仰を押し付けた
つもりはない。だが影響力は大きかったと今頃気
づいているのである。子供が自分自身の人生を切
り拓いていくために葛藤を経験し、悩む姿に私も
苦悩した。これでよかったのだろうか。
　そのとき、私は神谷美恵子の二度生れの人＝再
生者という言葉を想い起した。ハンセン氏病を患
う極限状況の中での患者さんの体験記録を通して、
神谷は生きてあることの究極の意味を導き出して
いる。
　親と子が対立し、軋礫を経て向き合い、出会い
直せたとき、そこには以前にはなかった深い了解
が成立している筈である。或いは、人間と自然と
の間に対話が成り立ち、語りかけ応えられるなら
ば、人は今までにない生きてあることの不思議さ
に浸される。私は子どもとの対話を通して、再生
への思いが彷彿と湧いたのである。
　子供が向うからこちらを見ている光景と、こち
らから子供の方を見ている光景とは同一のもので
ある筈であり、同じに見えていると思い込んでい
た。だがある時全く同じにはみえないということ
に気づいたのである。ちょうど往路と帰路とが全
く同じ道であるにもかかわらず、異った風景に見
えるのと同じように。
　物事は、語りかけてくるものに目を注ぎ、耳を
澄まし、心を磨き、しかる後で応えることができ
て、はじめて開かれる通路があるように思う。人
と世界との関係はすべからくそうなっているよう
に思う。その開かれた通路を通して、内なるもの
から外へ、或いは外界から内界へと一条の光はさ
し込んでくる。子供が光となって、私の影（無意
識）を照らし出したとき、命の運ばれるままに生
きてきたわが身を振り返ることができた。私自身
が親から受け継いだ支配・被支配の構造がみえた
のである。そのときはじめて、流されずに生きる
ために、流れを変える方向に自ら生きたいと、少
くともその努力を続けたいと思ったのである。
　傷つきながらも倦むことのない再生者としてこ
の世の生を全うするために、人と出会い自らを問
い直しつつ、神の愛＝アガペに支えられる日々を、
いとおしみながら模索していきたいと思う。
　最後に敢えて付け加えるなら、この世の地獄を
回避し、新世紀を切り拓き創出するために、女性
のすぐれた面を大いに発揮する時機がきていると
思う。「女性の時代」などという声高な論調では
なく、男性と共に、子どもたちと共に、着々と地
道にすすめられる行為によってのみ達成される人
類の黎明期の到来を祈ってやまない。
魔女狩り（1）
奥　田　暁　子
　近代資本主義社会が破綻といきづまりの様相を
呈している今日、近代を超える思想が痛切に求め
られている。フェミニズムへの期待を語る男たち
が増えつつあるのも、彼らがこの未開拓の領域か
ら、もしかすると閉塞した現在をひらく突破口が
卜い出せるかもしれないと考えているからではな
いだろうか。しかし、近代を超える思想がそう簡
単に見つかるとは思えない。このようなときには
ジタバタせずに、過去から学ぶのも一つの方法か
もしれない。
　ところで、過去から学ぶといっても、人間の歴
史をその出発の時点にまでさかのぼり、それを包
括的に学ぶことなどとてもできないし、私にはそ
のような能力もないので、中世ヨーロッパに起っ
たある一つの現象一一es女狩り一に焦点をしぼ
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ろうと思う。
　「魔女狩り」に匹敵するホロコーストとして、
私たちは第二二次大戦中のナチス・ドイツによるユ
ダヤ人虐殺や日本軍による中国人虐殺、さらには
ヴェトナムやカンボジアでくり広げられた大量虐
殺の例を沢山知っている。しかし、「魔女狩り」
が他のホロコーストと異るのは、虐殺の対象が主
として女性であったこと（女性に対する男性の犠
牲者は100対1かそれ以下であった）と、魔女殺
しに中世キリスト教会が深く関与していたこと、
の二点である。そこで私は、とくにフェミニズム
とキリスト教の視点から、この問題を見ていこう
と思う。が、その前にまず、「魔女狩り」のアウ
トラインを紹介したい。
1・魔女狩りとは
　魔女狩りのピークは1600年を中心とする1世
紀間であるが、魔女狩り旋風は14世紀から17世
紀までヨーロッパ全土に吹き荒れた。それがどれ
ほど激しかったかは、次のような記録からも推定
できる。すなわち、ジュネーブでは3カ月間に
500人（1513年）、ドイツのトレーヴズでは7000
人の「魔女」が焼かれ、そのために2つの村が全
滅した。また、ザクセンでは1日のうちに133人
（1586年）、　アルザスの町では1年間に200人
（1596年）、ラブールでは4ヵ月間に600人（1609
年）、ストラスプルクでは5000人（1615－55
年）、ビュルツプルクでは800人、バンベルクで
は1500人……というように、驚異的な数の「魔
女」が焼き殺された。
　魔女というと、普通は中世と結びつけられるが、
魔女そのものはもっと昔から存在した。古石器時
代の洞窟の壁画には魔女が描かれているし、青銅
時代のデンマークの「魔女の墓」からは、魔女が
使ったとされる呪術用の小道具を入れたつぼが発
見されている。魔女伝説は昔からインドやエジプ
トにもあり、ヨーPッパではとくにイタリアとド
イツの山岳地帯に豊富に存在した。しかし彼女た
ちは「魔女」として迫害されることはなかった。
　’中世になってからも、12～13世紀頃までは、
ヨーロッパは魔女に対して比較的寛容であった。
たとえばフランスのジェルベールは後にローマ法
王となった人であるが、呪術師としても有名であ
あった。呪術師は魔女裁判の時代には「魔女」と
して焼かれる運命にあった。法王グレゴリウス7
崖は暴風雨や疫病などの災厄を女性の呪術のせい
にする悪習を非難した。また、12世紀に教会法
の中にとり入れられたr司教法令集』は、魔女の
存在を信じることは正しい信仰からの逸脱であり、
異教徒の偶像崇拝にまきこまれる危険があるから、
聖教者は魔女行為が虚偽であることを人びとに説
き聞かせねばならない、としていた。
　事態が一変したのは1300年からである。この
時から、魔女に対する教会の態度が急に硬化する。
この急変の原因は後述するように、12世紀に起
こった異端運動にある。
　ところで、魔女というと、私たちはほうきに
乗って空を飛ぶ、鼻の曲った心止を思い浮かべが
ちであるが、魔女狩りの時代に「魔女」とされた
のは、むしろもっと若い女性で、未婚者や末亡人
が多かった。また10－14才頃女の子も多数含ま
れていた。階層もさまざまで、貧しい百姓女もい
れば、金持の商人の妻や市長夫人などもいた。
　前述のように、魔女狩りはヨーロッパ全土で起
こったが、もっとも激しく、またもっとも長期間
にわたったのはドイツである。ついでフランス、
スペイン、スイスなどが激烈であった。例外はネ
ーデルランドで、この国では1回だけ、それも短
期間しか魔女狩りは行われなかった。
　魔女狩りがようやく下火になったのは18世紀
になってからである。最後の魔女裁判はイングラ
ンドが1717年、スコットランド1722年、フラ
ンス1745年、ドイツ1775年、スペイン1781
年、イタリア1791年である。それまでにヨー面
白ッパ大陸で処刑された「魔女」の数は少なくと
も30万人以上であったと言われている（300万
人または900万人という説もある）。
2・異端排撃運動から魔女狩りへ
　魔女狩りは突如として起こったのではなく、そ
の前史がある。それは異端排撃運動である。キリ
スト教における異端の歴史はキリスト教会の成立
とともに始まり、紀元2～3世紀には早くもグノ
ーシス派が、正統神学の立場から異端として迫害
された。しかし、全体としてみると、中世前期ま
では、教会は異端に対して比較的寛容であった。
　ところが、12世紀に大規模でラディカルな宗
教改革運動が起こり、それに衝撃を受けたローマ
・カトリック教会が異端者の徹底弾圧に乗り出す
のである。
　当時のローマ・カトリック教会は法王を頂点と
するきびしいヒエラルキー制度の下、その権限は
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単に宗教の世界にとどまらず、ヨーUッパの法律、
財政、学問、芸術のあらゆる分野に及んでいた。
とくに法王インノケンティウス3世の時代（1198
－1216年）に、法王権は最高に達した。法王権
力の強大化は聖職者に特権と同時に腐敗をもたら
した。霊魂の救済が金銭によって取引され、儀式
は形骸化した。聖職者は情婦を持ち、尼僧院は売
春宿となった。
　堕落したローマ教会を批判する運動が南フラン
スのアルビやリヨンでつぎつぎに起こった。12世
紀の南フランスはヨーロッパでもっとも文化的な
地域で、多くの宗派が平和共存し、ユダヤ人が公
職に就き、集会の自由も認められていた。アルビ
の町で起こったアルビ派の運動も、リヨンの豪商
ヴァルドが始めたヴァルド派の運動もともに原始
キリスト教の禁欲と清貧の倫理を大切にし、ロー
マ教会の腐敗を批判する宗教改革運動であり、共
鳴者の数は急速に増えていった。
　この運動をローマ法王とカトリック教会に対す
る挑戦と受けとめたインノケンティウス3世は軍
隊（アルビ十字軍）を派遣し、異端撲滅に乗り出
した。弾圧は20年間に及び、各地で大量虐殺が
くり広げられ、異端者の領地や財産は没収された。
そして最終的にアルビ派もヴァルド派も全滅させ
られた。
　南フランスで起こった異端運動を契機に、ロー
マ教会の異端対策は激変する。それまで異端者を
裁く権限は各地の司教に与えられていたのだが、
司教には異端者を裁く神学的知識も乏しく、また
司教の管轄はごく狭い地域に限られていた。そこ
で、異端撲滅だけを専門的に行い、より強い権限
を持つ組織として異端審問制が創設された（1233
年）。同時に、異端審問官が選任された。彼らは
イギリスを除く西ヨーロッパ全域に進駐し、とく
にスペイン、フランス、ドイツ、イタリアで精力
的に活動した。そして、異端の疑いのある者を摘
発、逮捕するだけでなく、・起訴、審問、判決、処
刑のいっさいを行った。異端審問官に選ばれたの
はドミニコ修道会の修道士が圧倒的に多かったが、
それは彼らが神学者として優秀であったと同時に、
清廉潔臼、禁欲と清貧の生活に撤し、敬慶で良心
的、という評判の人か多かったからである。しか
し、この同じ人間が、異端者に対してはこの⊥も
なく苛酷で残忍な審問官となったのである。
　異端審問が制度として確立されると、異端の対
象も広がった。初めはアルビ派やヴァルド派のよ
うに、ローマ教会の批判、改革を目ざすカトリッ
ク教徒が異端とされたが、徐々にその範囲は拡大
し、ユダヤ人、アラビア人、さらには女性が対象
とされるようになった。　　　　　（以下次号）
宗教間の対話とフェミニズム
宮　澤　邦　子
　「フェミニズム・宗教・平和の会」に加えてい
ただいて約1年、宗教批判や宗教否定をも含めて
のいろいろな立場から宗教にかかわりつS生きて
いられる方々との出会いの申でフェミニストであ
りかつ宗教者として生きようとする上で、異った
宗教間の話し合いというものが持つ意味の豊かさ
と深さに今更ながら少々驚いています。
　人間の持つ無限なるものへの憧れと、それに応
じる無限なるものからの語りかけ、そしてその往
来の中での日々の生活という人間性の普遍的な部
分に根ざす宗教という営みは、「抑圧されたもの
の溜息」として括ることの到底不可能な（たとえ
そこにどれ程の真実が含まれているとしても）現
象のように私には思われます。そして一度は、宗
教によって人間としての全面的解放を体験しなが
ら、教団・教義・道徳。慣習などの中で再び抑圧
の中に封じこめられていくという過程もをとらざ
るをえないという道筋も、宗教との係わりの中で
生きていこうとする女性には避ける事のできない
重い事実だと思われます。このいわば二重の裏切
りは這い上る事の非常に困難な蟻地獄にも似てい
ます。一度は解放と自由との幻影を与えながらす
べてを「心の持ち方」に帰して現在の秩序の中で
の在り方に満足を見出すように導く或る種のカウ
ンセリングと似ているともいえるでしょう。歴史
や伝統に彩られ、非のうち所もない美しい言葉で
語られる有難い教えの前で、女性の感じる「裏切
り」は見えないものにされてしまいます。
　女性に対する抑圧と差別を「おかしい」と感じ
つづけること自体が宗教の世界ではとりわけ難し
いという事は確かなようです。美化され、その阪
りでは尊重される「固有の役割」が女性に与えら
れているような宗教の場合には殊に…。さらにそ
の役割をどれだけよくこなしうるかを競い合うよ
うな雰囲気をもつ（そして宗教組織には多かれ少
かれこの雰囲気が支配している）一つの宗教組識
の内部においてはこの問題は充分話し合われる事
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すら難しいのだと思われます。
　その意味で宗教をこえた集りというものの存在
価値は大きいといえます。「これはおかしい」と
いう感性を殺さずに保ち続けてきた者同志の話し
合いの場では、理解だけではなく深い共感が流れ、
療しにも似た効果があらわれるからです。そして
その中で本来相対的であるのに、それが伝えよう
とする絶対者をたてに絶対的な装いをこらそうと
する宗教組織の外衣の相対性がよくみえるように
なってきます。とはいえ、古る特定の宗教の立場
を名乗るときに、護教的になり勝ちなのは当然の
ことで、ここに他宗教との対話の難しさがありま
す。しかしこの点を心していく時、自己を超える
ものとの出会いに導く機縁を与えてくれた特定の
宗教に対する愛着と、その持つ抑圧機構は変えう
るものであるという希望とに支えられて、あえて
一一ﾂの宗教の枠に生きていく立場をとる者同志の
話し合いは、互いに互いを侵さずに自立し、しか
も互いに強く引き合う精神の糸が、一人では描き
えない新しい軌跡を描く可能性を最大限に含んで
いるものと思われます。
　ζの夏、世界の代表的宗教指導者約500Nが
集って世界平和のために祈る宗教サミットなるも
のが開催されるとのことですが、それぞれの教団
が内に抱える抑圧機構を不問に付しての豪華な舞
台での集りに、このような新しい軌跡を描くよう
な関係が期待できるとは思われません。きらびや
かな衣もなく、指導者の肩書きもない無名の宗教
者の間の宗派をこえたネットワークこそが今求め
られているのではないでしょうか。
異議あり／「比叡山宗教サミット」
　　宗教心ネットワークできる
山　下　明　子
　1987年8月3日、4日置比叡山開創1200年越
記念するとして、京都で、「日本宗教代表者会議」
は、「比叡山宗教サミット」を開催した。外国か
ら招待されて参加したのが世界の諸宗教の代表と
して僅か25人、一方、国内からは日本の宗教団
団をほぼ網羅する体裁で約500人が参列した。経
済大国日本は霊的精神的にも世界の指導者になれ
るのだという思いを、神道諸派と日本仏教界各派
の指導層にもたせるためのサミットであった。こ
のような民族主義的な国際感覚はまさに中曽根首
相の掲げる「国際国家日本」の路線であり、知的
水準発言同様、上に立つ者の思い上がりと無知、
そして何よりも困ったことに、政治的に危険な兆
候を示しているQ
　「世界の宗教指導者」が「平和のために祈るべ
く」「比叡山に参集」するのです、このように素
晴らしく善意に満ちたことはない、ローマ教皇に
もご参加をお願いしているし、とカトリックのあ
る司教から協力を要請された時、「動かなければ
ならない時がきたのか」と暗い思いで私は自分の
国際感覚を確認していた。
　インドでは昨年、キリスト教人口の大多数を占
めながらキリスト教界でさえ厳しく差別され不可
触扱いされている人々とヒンズーの不可触民が共
に訪印のローマ法皇に面談を乞いながら叶わず、
一方でヒンズーやキリスト教、イスラムなど各宗
派の代表が華々しく教皇の前に集うて、「平和の
ための諸宗教対話」を持った。現に今回のサミッ
トでも、ヒンズーを代表して招かれたのは過激に
愛国的なヒンズー組織のメンバーであり、その挨
拶で「ヒマラヤがヒンズー教徒にとって聖なる山
であるように、比叡山は日本人にとって聖なる山
　　」だと見解を披露している。同様なことがア
／レゼンチンでも起きた。私が10年近くも心に留
め、救援活動もしてきた「5月広場の母親たち」
（アルゼンチン軍政下での失踪者で今も行方不明
の人達の母親たちで、毎週木曜日、雨の日も風の
日も子供の写真などをもって5月広場で行進して
きた）が、国賓として訪アの教皇に面会を拒絶さ
れている。過去の軍政が犯した罪科を、平和の名
前でうやむやにすることがどういうことか、全戦
狙刑死者1068人の霊を納めた五重塔をヴァチカ
ンで慰霊してもらっている日本人には考えが及ば
ないかもしれない。宗教の国際化など政治的意図
でなされるべきではない。サミット2日目、比叡
山頂でもたれたハイライト、祈りの集いで、壇上
にそれぞれ着飾って並んだ宗教指導者たちが男ば
かりであった事実からも、この平和サミットがど
うみても世界の飢えと抑圧の構造、原子力による
危機などの現状を真摯に取り扱うものではないこ
とが、女として知られる。
　「比叡山サミットを問う宗教者ネットワーク」
づくりは、サミット開催まで2ケ月もない時点で
緊急に始まったのだが、私同様、宗教対話を学問
にしながら、けっして机上だけではなく実存をか
けて追及してきたキリスト教の友人にしても、反
靖国反天皇制を信仰運動として取り組んでいる真
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宗大谷派の友人たちにしても、教育現場で新国家
主義の圧力に押し潰されそうになっている友人に
とっても、この仕事は心底から突き動かされるも
のであった。当初、マスコミの報道がサミット礼
賛一方であったこと、日本のカトリック教会が
1981年号教皇来日時のような反対運動の姿勢を
まるで示さなかったことなどが、より私たちの熱
意を駆り立てた。今、何故京都で、宗教サミット
なのか。大嘗祭を控え、官民一体化が図られてい
る京都で、サミット招贈呈の天台座主山田恵諦は、
「京の都と比叡山は双子」、「政治と宗教は表裏
一体」、「天台宗はどんな場合にも天皇の御願い
により」と，禅ることなく公言している。一体仏
陀の悟りと天皇制はどう結び付くのか。サミット
に先立つ8月2日、3日、同じく京都の知恩院で、
世界連邦日本宗教委員会の創立20周半記念大会
が開かれている。皇道精神による平和路線が意気
盛んに謳われ、「日本を守る会」や神道委員会は
比叡山に継ぐものとしての「伊勢サミット」の準
備に余念がない。日本の宗教会を右寄りに再編す
る一つの軸と目されているこの世界連邦日本宗教
委員会の式典に合わせて、もともとサミットの日
程が組まれているわけだから、参加者のうち外国
代表をふくめ100人がそのまま宝ケ池プリンス
・ホテルのサミット会場へ移動している。3日の
サミットの内容は実に夕刻からのレセプションだ
けであった。
　私たちがこうしたサミットの政治的背景を危惧
し、また、だからこそ宗教者として瀕死の地球と、
私達によって殺され犯されつづけてきた人達に、
どう対するかを問うて、全国各地に送った手紙と
呼び掛け文は、やはり、宗派や教団意識など下か
ら越えて現実の差別や抑圧のただなかで働いてい
る人達によって、即刻返答されている。キリスト
教関係ではとくに、男性聖職者よりも女性の反応
のほうが素早く、「女性と神学の会」や「フェミ
ニズム・宗教・平和の会」の仲間たちの応答には、
ふだんから意識を研いでおくことの大切さを痛感
し、また強く感じた。
　「宗教者ネットワーク」には、現在、呼び掛け
人107人、賛同人40人が連なっている。仏教、
キリスト教各派のほか金光教、天理教からも教祖
様の教えに従ってと、友人たちが熱心に参加して
いる。ネットワークができると、そのメンバーや
所属の団体名をみてサミットについて新聞社から
の問い合わせも増え、マスコミも、何やよく分か
らんが好いことだろう、のサミットお祭りあつか
いの姿勢だけはやめた。私達の呼び歯け文の言葉
をとったり、引用した報道も現れたし、3日目夜
にもった「比叡山サミットを問う集会」にもテレ
ビ局をふくめ数社が終始出席し、電話問い合わせ
も相次いだ。しかし、彼らの書いた記事がどれだ
け活字になったかは別問題である。3日午後、会
場のプリンス・ホテルのvピーで大勢の私服警官
に取り囲まれ、私達ネットワークの僧侶やシスタ
ー、信者たちがホテル外に押し出された時も若い
記者たちが熱心に取材してくれた。この事件に関
して私たちが出した比叡山サミットの主催団体に
対する正式抗議文および比叡山メッセージに対す
るコメントの各社内の取り扱いをみても、今後、
大嘗祭を中心に天皇制とからんだ宗教行事や集会
を、マスコミがいかに取り上げていくか、各社の
体質とあわせて注意しなければならない。
　「宗教者ネットワーク」はこれからいよいよ必
要となる運動であることは、残念ながら、まず間
違いあるまい。代表者をおかず、各地の事務局だ
けの完全に水平の運動体であり、ほぼ半数が女性
でもあり、ぜひ一人でも多くの人に連なってほし
い。興味のある人は山下まで連絡下さい。これま
でに出した資料や今後出す予定の会報を送ります。
あとがき。．．＝〉一tn．r）．o．o．cこ一一～）
　爵号の編集は関東が担当しました。恥毛に原稿
をお寄せくださった河野信子さん、滝田多美子さ
んの他、以下の方々が新しく会員となられました。
紙面の都合で、名簿作成は次回に譲り、お名前だ
け記します。
　松沢望、小松加代子、中村ミチエ、石垣勢津子、
相沢よし、影向貴久子、足利あや子、岩本孝樹、
三狭間薫、日野玲子、江原由美子、田淵あっ子、
坂田洋美、小林幸子、吉岡正照、岸本まゆみ、松
本美恵子、天仁紘美、藤谷不三豊、西本照子、大
浦小技子、寺迫日奈子、東律子、上田保美
　また、相沢よしさん、山口文子さんからはカン
パを頂きました。
　このWomai｝spi　ri　tは会員の投稿誌です。会員で
あればどなたでも投稿できますので（内容自由）
どうぞどんどん原稿をお寄せください。次号は来
年1月頃の発行です。（A．0．）
一1　2一
